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平成２１年度 歯科保健活動助成交付事業報告書抄録 

１．事業名：横浜市における歯科保健ニーズの調査と保健活動 

２．申請者名：社団法人横浜市歯科医師会 会長 藤井達士 

３．実施組織：社団法人横浜市歯科医師会・鶴見大学歯学部予防歯科学講座 

４．事業の概要： 

  横浜市歯科医師会では、すべての世代で、より豊かな暮らしを楽しむことができる社会を目指

した活動を行っている。長寿社会を迎えるにあたり、国民のお口の健康に関するニーズも大き

く変化してくることが予想され、横浜市民のニーズにこたえる地域歯科保健プログラムを推進

していくためには、実態を把握することが必要になってきている。そのため、本調査は横浜市

民を対象とした地域歯科保健ニーズを把握し、今後の横浜市歯科医師会における地域歯科保健

プログラムを構築することを目的に行われた。 

５．事業の内容： 

横浜市歯科医師会より、横浜市に依頼し、横浜市１８区にて行われた母親教室に参加した妊産

婦(４７２名)、乳幼児健康診査対象児の保護者(１歳６か月児：１，６７９名 ３歳児：１，８

３１名)を対象に質問票調査を行った。妊産婦・１歳６か月児・３歳児の保護者からの質問票を

分析すると、妊産婦は歯科情報を得るために、インターネットや雑誌からの知識を得ている方

が多く、１歳６か月児や３歳児になってくると、母親の友人・歯科医師・歯科衛生士からの情

報を得るように変わってきている。子供をむし歯にさせたくないという保護者もいれば、気に

していない保護者もいる現状である。このことは、妊産婦では歯科の情報が得にくい環境であ

ることを意味しているのではないか。 

６．実施後の評価： 

  今回は、妊産婦・１歳６か月児・３歳児の保護者を対象にした調査であるが、この様な質問票

による調査を実施し、ライフステージでの問題点を挙げ、それに対応できる指導等を立案する

ことにより時代にあった指導等を行っていくことが可能になってくるのではないだろうか。今

後も成人・高齢者に関しても調査を行っていきたいと考えている。 

 


